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（1）北海道犯罪被害者等支援条例
　本年4月に「北海道犯罪被害者等支援条例」が
施行されました。
　この条例は、「犯罪被害者等を社会全体で
支え、安心して暮らすことができる道民生
活を実現することを目的とし、被害者の損
害回復などを推進するために道が実施すべ
き基本施策が定められた他、道民にはその　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
責務として、
○被害者が置かれている状況および被害者支援
の必要性についての理解を深めること

○精神的苦痛等の二次被害を生じさせぬよう配
慮すること

○市町村等が行う支援の施策に協力するよう努
めること

が求められています。
　条例施行に伴って、犯罪被害者週間の初日であ
る11月25日は「北海道犯罪被害を考える日」と
されました。
　道内各地でさまざまな広報啓発活動を実施し、
被害者に対する理解を深め、社会全体で被害者を
支えていくことができる支援の輪を広げていき
ましょう。

高齢者の火災予防対策 秋の火災予防運動実施

消防水利の除雪について

高齢者一人暮らし査察
について

① 就寝場所は 1 階にし、避難経路は
2 方向確保しておく

② 避難経路には物を置かない
③ 就寝前には、火の元を確認する
④ 寝たばこは絶対にしない
⑤ 懐中電灯等を枕元など、わかりやす

いところへ置く
⑥ 住宅用火災警報器を設置する

　平成29年（1月～ 12月）における
住宅火災による死者数の約7割が65
歳以上の高齢者となっており、その
多くが逃げ遅れにより命を落として
います。
　高齢者は個人差があるものの、加
齢とともに歩行能力や聴力等の身体
機能が次第に衰え、火災の覚知や避
難に要する時間が長くなる傾向にあ
ります。
　高齢者の焼死事故を防ぐためには
住宅用火災警報器などで火災を早期
に発見できる環境を整えるほか、防
炎製品を使用するなど、火災の発生
を未然に防ぐ対策が必要です。
　次のことを普段から実践し、火災
や災害に備えましょう。

　今年も10月15日から10月31日ま
での17日間全道一斉に秋の火災予
防運動が実施されました。
　豊浦消防では防災行政無線や消防
車両を活用した防火広報のほか、各
家庭に防火チラシを配布し火災予防
を呼びかけました。
　また10月11日（木）には豊浦町防
火協会と協力して町内各所に防火旗
を設置し、町民や通行人に対する防
火啓発を行っております。
　冬が近づくにつれ、寒さが厳しく
なり暖房器具の使用頻度が増えます
ので、火の取り扱いには十分注意を
してください。

　10月上旬には、豊浦町在住で70
歳以上の一人暮らしの高齢者の家
を訪問し、火のまわりの確認や暖
房器具の取り扱いについての注意
事項などをお話ししました。
　高齢者の方の火災による被害
を減らすためには、地域が一丸と
なってサポートすることが必要で
す。
　何かお困りのことがありました
ら、気軽に豊浦消防まで連絡して
ください。

　大岸・礼文華・北部地区（大和、山
梨、美和、新富）の消火栓や防火水槽
は消防署の職員が早急に駆け付けて
除雪をすることが困難なため、使用
可能な状態を維持するためにも消防
団員や自治会の方々に除雪を委託し
ています。ご理解いただけますよう、
よろしくお願いいたします。

豊浦消防団 （10月１日現在）
消防団本部	 9名
第1分団（本町地区）	 37名
第2分団（大岸地区）	 18名
第3分団（礼文華地区）	 21名
定員85名	 計85名

豊浦町火災・救急発生件数

9月 ●火災件数  0件（累計 　3件）
●救急件数 22件（累計179件）


